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《冬道の事故防止》
○ 信号の変わり目を予測し、無理な通過はしない
○ 黄色信号は、「止まれ」です
○ 発進時の「追突」に注意しましょう
○ 交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意しましょう
○ 凍結路面 スピードダウンと車間距離

急ブレーキ・急ハンドル・急発進 「急」のつく操作は、スリップの原因

事故防止のため、「早めの休憩を」 ～2時間走行、15分休憩～

構内・バック事故の根絶

《冬期間の労働災害防止》
○ 走るな 、転ぶぞ 、屋外作業、凍結路面は目に見えないぞ
○ 寒い外、心も体も、冷えている、あせると危ない、冬の外仕事
○ 作業中、足を滑らせ、『転倒』 に注意しましょう

○ 作業する時、トラック（荷台も）に乗る時、降りる時は安全靴の底の雪を落とす
○ トラック（荷台も）から降りる時は、路面の状況を確認し、飛び降りることは厳禁
○ ポケットに手を突っ込んで歩かない

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

「土場にあるものを車に積んでいる男がいる」
苫小牧の資材置き場から電動工具を盗んだ無職の男（54）を逮捕
「お金が欲しいという理由だけで、人様のものを盗んでしまい申し訳ない」

２０２５／１／２０（月）
苫小牧警察署は２０２５年１月１９日、苫小牧市に住む無職の男（５４）を窃盗の疑いで逮捕しました。男は１９日午後１

時２０分ごろ、苫小牧市の資材置き場で電動工具など２２点（時価合計約２万１５０円相当）を盗んだ疑いが持たれてい
ます。目撃者から、「土場にあるものを車に積んでいる５０代ぐらいの男がいる」と警察に通報があり、事件が発
覚しました。男は調べに対し「お金が欲しいという理由だけで人様のものを盗んでしまい申し訳ない」と容疑を
認めています。警察は余罪を含め、事件の詳しい状況を調べています。

午後７時半 釧路 酒気帯び運転
乗用車が対向車線にはみ出し、乗用車と正面衝突

相手の男性、胸や腰の痛みを訴えるケガ
はみ出した乗用車の男、その場で逮捕

◇自分の家族が犠牲になった あなたは、飲酒運転者を許せますか？◇
◇飲酒運転で仕事や家族を失う可能性もある！ あなたは、その覚悟はありますか？◇

２０２５／０１／２０（月）
１９日午後７時半すぎ、釧路市北大通２丁目の国道で、乗用車が対向車線にはみ出し、乗用車と正面衝突、軽乗

用車も巻き込む事故がありました。この事故で、衝突された乗用車に乗っていた男性（７２）が胸や腰の痛みを訴
える軽いけがをしたということです。警察が対向車線にはみ出した乗用車の運転手（４６）の呼気を調べたところ
３倍を超えるアルコールが検出されたため、酒気帯び運転と過失運転傷害の疑いで、その場で逮捕しました。

札幌 高齢ドライバーが30代女性を“ひき逃げ”
その後･･･バス停の路線バスに追突

運転していた高齢男性が脳出血の重傷、女性は軽傷
◇防犯カメラや目撃情報がある今の時代、すぐに捕まるのに･･･◇

◇もしも、もしも、もしも、･･･のときは･･･まず、救護◇
◇そして･･･、警察に連絡◇

◇もしも・・・にならないように、『わき見運転』、『漫然運転』はせずに、『運転に集中』しましょう◇
２０２５／１／２０（月）

１９日午後４時前、札幌市西区で歩行者をはねて逃走したとみられる乗用車が、その後、バス停の路線バスに追
突しました。乗用車を運転していた７０代の男性が病院に搬送され、脳出血の重傷です。バスには乗客２人と運転
手が乗っていましたが、けがはありません。乗用車は追突事故の前に、西区の別の場所で歩行者の３０代の女性を
はねて逃走していたとみられています。はねられた女性は軽傷です。


